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市民協働と防災に凄 け る潜在胞
･

新 し い チ カ ラ ､ 隠れ た可確性に

つ い て学びあ′い ます ◎

肝属協働と防汲にお け る地 域で 甘 い･を

支え合うこ と､ 声 を掛け合うこ と の

大切 き に づ 卑 て 学 び舎 い ま す8

軋民掛倒と 防災に お ける耶牒 細慨逐

伝 える こ とや当事者 が メ デ ィ ア を

持 つ こ と の 大切さ に つ い て 発情します ｡

紆民協働と防災にお け る地 域ネ ッ ト

ワ
ー

ダ や自分と連 り た立場 めノ＼と

げる
協力 し て いく こ と に つ い て 学び 帥 ます 宙

仙台第 一 壁 命
タ ワ

ー ビル ●

ft】ま盲
■

い ト直㍑･高 刷
上↓-- ト 十∴･

く,･

青葉通 り

=

地
†
鉄

勾
当
台
公
両
駅

･
一

｣
､

｣
･ .

｣
リ

定禅寺凝り

● バス 停
商 工会議 所儲

勾
当
台
通
り

｢
;
地下鉄 広瀬 通 釈

● ダイエ
ー

あおば遊戯

= 1 書きミi 虚) 転用 短隻企 両 に チ ラ い て ほ ､ ホ
レ

ー㍉ ㌧ ぺ 一正 ジ か ら 槻 要 を 放る こ ㌣が で き ます
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?O 1 5 年 く■曇 巨率

2 8 1 5 年3 月1 4 日 ､ 二1 番目 ､ 世 界各 国 め 代表 が 国 際的 な 防 災政 略 を 議･諭す る

｢ 第3 匝l 国 連防災推界余儀 ｣ が仙 台で 開催 さ れ 嘉す 母

国 や 自 治体がトl 指す べ･き 牡界簡 な 防 艶 の 指針 を 決 め る こ と が 目 的 で す が-､

艶害 時 ､ ｢ 自 助｣ ｢ 共 助｣ を拙う市 民 も防〉
鼠 昭 夫 き な附 い 乎 で す ｡

各 国 の 市 民 同士 が学 び 舎う場 ､ そ れ が｢ 市民 防 猟世 界一会 議｣ で す ｢き

会場 : 仙台市市民活動 サ ポ ー ト セ ン タ
ー ( 1 4 日 ～ 1 6 月)
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第3 回 国 連 防乱世 界会議 開催

国連関災世 界会議 軋 国際的なl訪猥 御 削こつ い て議論 する 国遼 某傑凝汐∋会議~ご あ 帰 属 1匝は19 狙 年 瀾 : 横卓盲ニト第2･回∈20モ娼年 ､

於 =神川 の 会議とむ､ 日本 で 開催 されて い ます豆都≦佃｣ 会議■で 軋∵畠輌5 年ぬ
- ら2酌5 年まで 釧 1ヨ際自勺を防災め取組指針 で萄 る｢ 廃堪

行動 枠組
_
J が策定さきL る をど､ よき な成果を 動ずてい ま すト†第3 阿国連l甘災政界会議 で は ､ 河野行動棟斉軋の後継 枠組 町柴塞が行わ

れる 努詣 です通兼lヨ奉｣ こ遠敷の 櫨 艶此 で ある卿 台市で 本件 会議 を開催する こ と ば､ 硬 勤勉¢ラ復興 を即二界に東僧すく尋とと も に ､

防災に 閲す る我が 国の 樺倣と知見を圃1笥■篭杜 態 と共有 し 掴 際寅 敵を行う菰雲 な粒 食となl:) ます ひ

群国 連防災せ界会議の 開催事務局 は ､ 国連総会の 決定 に より ､ 国 連相棒 である 国 連国 際防災戦略事級詰 栂■N I S D R) か 務 め てし~1 恵す ∂

主 催 : 防 敷か ら ま ち づ く り を 考 え る 実 行委員会
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